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管路の耐震化は、クボタシーアイで。�管路の耐震化は、クボタシーアイで。�

継手�

継手�

水道配水用ポリエチレンパイプ・継手�
●「水道ビジョン」「水道事業ガイドライン」
　で耐震管に認定。�
JWWA K144、K145�

●耐衝撃性、可とう性に優れた高性能塩ビ管。�
HIVP直管、継手（JIS K 6742、6743）�
HI・SGRパイプ（JWWA K129、K130）�

●独自の受口構造で、�
　片側4°までの屈曲可能。�
●水密性に優れた�
　ハンガー形ゴム輪を搭載。�

弁�
●耐食性、軽量、柔構造。�
　豊富な品種で塩ビ管路に対応。�
JWWA B125�
�

ポリニクス二層管�
●優れた耐塩素水性、耐候性で�
　給水分野に活躍。�
JIS K 6762

●±75mmの伸縮機能で�
　耐震性がさらに向上。�
●信頼のある日本水道協会規格品。�
JWWA K129�

●水道史上初！ 通常施工�
　でロック完了。�
　離脱防止金具のいらな�
　い塩ビ継手。�

先進機能と多彩なラインナップでお応えする水道・農水管材�

●離脱防止機能内蔵により、�
　差し込むだけで簡単施工。�
●日本水道協会の性能基準をクリア。�

優れた可とう性、耐食性の�
鋳鉄SGR異形管もラインナップ�
（JWWA K131規格品）�

鋳鉄� 形異形管�

「水道ビジョン」策定で基幹管路の耐震化すすむ�

「近代と現代の交差点－門司港レトロ」�

水道配水用ポリエチレンパイプ（秋田県・秋田市）�

特  　　集�
にっぽん探訪探訪�

施工現場レポート�

「水道ビジョン」策定で基幹管路の耐震化すすむ�

「近代と現代の交差点－門司港レトロ」�

水道配水用ポリエチレンパイプ（秋田県・秋田市）�

特  　　集�
にっぽん探訪�

施工現場レポート�
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耐震性�

伸びが大きい材料特性と信頼
性の高いEF接合により、地盤
変動に対してよく追従します。�

可とう性に優れるため直管に
よる曲げ配管ができ、曲管の使
用が少なくてすみます。�

軽量のため取り扱いが容易で、
陸継ぎ長尺管による施工が可
能です。�

海岸地帯の塩害や酸性土壌地
盤において優れた耐食性を維
持します。�

柔軟性� 軽 量� 耐食性�

厚生労働省健康局�

日本水道協会�

「水道ビジョン」、�

「水道事業ガイドライン」�
�
�
で、耐震管として認定！�

優れた特長�

JWWA k
144（管）

／�

145（管継
手）�

規格品�
暮らしのある風景�
�

特
集�

「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定
で�

基
幹
管
路
の
耐
震
化
す
す
む�
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工
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レ
ン
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案
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ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
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工
現
場
レ
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ン
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イ
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松
山
市
）�

読
者
Ｑ
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Ａ�

水
道
配
水
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レ
ン
管
の�

管
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設
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つ
い
て�
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っ
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訪�

近
代
と
現
代
の
交
差
点
ー
門
司
港
レ
ト
ロ�

（
福
岡
県
・
北
九
州
市
）�

工
事
店
さ
ま
訪
問
記�

大
同
設
備
工
業
株
式
会
社
（
福
岡
県
）�

ミ
ズ
エ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋�

「
水
と
塩
を
上
手
に
使
お
う
」
の
巻�

Ｐ
Ａ
Ｌ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン�

秋
田
水
道
展�

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
ブ
ー
ス
の
ご
案
内�

レ
ッ
ツ
・
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ラ
イ
・
ク
ッ
キ
ン
グ�

「
鶏
肉
の
紅
茶
煮
」�

読
者
お
便
り
コ
ー
ナ
ー
／
下
水
道
展
　
大
阪
・
報
告�

イ
ラ
ス
ト
あ
り
が
と
う�

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
ク
イ
ズ
「
私
は
誰
で
し
ょ
う
」�

編
集
後
記�
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�

近代と現代の交差点�
－門司港レトロ�
明治から昭和初期にかけて、�

神戸港、横浜港と並ぶ�

日本の玄関港であった門司港。�

古いものと新しいものを調和させ、�

粋でモダンな街へと生まれ変わる。�

�
P11にっぽん探訪（福岡県・北九州市）より�
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共
通
共
通
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を
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を
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て
行
動
行
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で
き
る
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に
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そ
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具
体
的

具
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的
な
施
策
施
策
や
工
程
を

工
程
を
示
し
示
し
た
「
水
道
水
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ビ
ジ
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」
が
、厚
生
労
働
省
健
康
局

厚
生
労
働
省
健
康
局
か
ら
平
成
平
成
1616
年
6
月
に
発
表
発
表

さ
れ
た
。
そ
の
施
策
施
策
の
中
で
代
表
的

代
表
的
な
達
成
達
成
す
べ
き
目
標
目
標
の
一
つ
と
し
て
、「
基
幹
管
路
を

基
幹
管
路
を
中
心
中
心
に
管
路
網

管
路
網
の
耐
震
耐
震

化
」
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。�

地
震
に
強
い�

       

水
道
管
路
を
構
築�

2004年・新潟県中越地震における
埋設管路被害発生場所の道路状況�
（ライフライン工学研究所資料より）�

　
近
年
、新
潟
県
中
越
地
震
を
筆
頭

に
全
国
各
地
で
震
度
６
を
超
え
る
地

震
が
多
発
し
て
お
り
、ま
た
東
海
・
東

南
海
・
南
海
地
震
が
高
い
確
率
で
発
生

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
地
震
が
発
生

す
る
た
び
に
報
道
機
関
に
よ
り
断
水

被
害
が
報
道
さ
れ
、さ
ら
に
は
水
道
管

路
の
耐
震
化
率
の
低
さ

を
問
題
視
す
る
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
（
後

注
１
）。�

　
大
地
震
の
発
生
が
予

想
さ
れ
る
中
、一
般
市
民

の
防
災
意
識
も
高
ま
っ

て
お
り
、
水
道
事
業
に

対
し
て
、
地
震
に
強
い

水
道
管
路
の
構
築
や
有

事
の
際
の
水
の
確
保
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。�

厚
労
省
が�

「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定�

�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、厚
生

労
働
省
は
平
成
16
年
6
月
に
今
後

の
水
道
に
関
す
る
重
点
的
な
共
通

目
標
と
、そ
の
目
標
に
対
処
す
る
た

め
の
具
体
的
な
方
策
、ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
明
示
し
た
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
た
。
共
通
の
目
標
と
し
て

「
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指

し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
水
道
」

を
基
本
理
念
に
掲
げ
、「
安
心
」
、「
安

定
」
、「
持
続
」
、「
環
境
」
、「
国
際
」

を
主
要
政
策
課
題
と
位
置
づ
け
、以

下
に
示
す
５
つ
の
施
策
群
か
ら
な

る
課
題
解
決
型
の
総
合
的
施
策
を

推
進
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。�

①
水
道
の
運
営
基
盤
の
強
化�

②
安
心
・
快
適
な
給
水
の
確
保�

③
災
害
対
策
等
の
充
実�

④
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
強
化�

⑤
国
際
協
力
等
を
通
じ
た
水
道
分

　
野
の
国
際
貢
献�

������

「
水
道
事
業�

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
制
定�

�

　
ま
た
、水
道
事
業
を
統
一
し
た
基

準
で
評
価
す
る
た
め
の
規
格
と
し
て
、

「
水
道
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
Ｊ
Ｗ

Ｗ
Ａ 

Ｑ
１
０
０
）が
日
本
水
道
協
会

に
よ
り
平
成
17
年
１
月
17
日
付
で

制
定
さ
れ
た
。�

　
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、国
際
規

格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
２
２
４（
水
道
サ
ー

ビ
ス
の
評
価
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
案
）の
考
え
方
に
基
づ
い
て
い

る
が
、そ
の
目
標
を「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
合
致
さ
せ
て
い
る
。
任
意
の
適
用

が
前
提
で
あ
る
が
、目
標
の
達
成
度

合
い
を
数
値
で
表
す
業
務
指
標
（
Ｐ

Ｉ
）
が
導
入
さ
れ
、正
確
性
と
客
観

性
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
日
本

の
水
道
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
独
自

の
業
務
指
標（
Ｐ
Ｉ
）も
あ
り
、水
道

事
業
全
般
に
わ
た
る
「
水
道
の
成

績
表
」
と
も
例
え
ら
れ
て
い
る
。�

�������
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」

通
知�

�

　
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
日
本
の
将

来
像
を
示
し
て
い
る
が
、全
国
版
の

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
参
考
と
し
た
地
域

ご
と
の
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り

と
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、こ
う
し
た
意
味
か
ら
厚
生

労
働
省
は
平
成
17
年
10
月
に
「
地

域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
の
手
引
き
」

を
通
知
し
た
。�

　
こ
の
中
で
、各
水
道
事
業
体
は
自

ら
の
事
業
の
現
状
と
将
来
見
通
し

を
分
析
・
評
価
し
、今
後
取
り
組
む

べ
き
課
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、客
観

的
な
分
析
・
評
価
を
行
う
た
め
に
、

水
道
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用

す
る
こ
と
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。�
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の
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水
道
の
あ
る
べ
き
将
来
像
に
つ
い
て
、す
べ
て
の
水
道
関
係
者
が
共
通
の
目
標
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
、

そ
の
具
体
的
な
施
策
や
工
程
を
示
し
た
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
、厚
生
労
働
省
健
康
局
か
ら
平
成
16
年
6
月
に
発
表

さ
れ
た
。
そ
の
施
策
の
中
で
代
表
的
な
達
成
す
べ
き
目
標
の
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つ
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し
て
、「
基
幹
管
路
を
中
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に
管
路
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の
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化
」
が
す
す
め
ら
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て
い
る
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環境保全への貢献� 我が国の経験の海外
移転による国際貢献�

●� ●� ●�地域特性にあった�
運営基盤の強化�

水道文化・技術の�
継承と発展�

需要者ニーズを踏ま
えた給水サービスの
充実�

環境環境� 国際国際�

持続持続�

安心�

環境� 国際�

持続�

安定�
すべての国民が安
心しておいしく飲
める水道水の供給�

いつでもどこでも
安定的に生活用水
を確保�

長期的な政策目標�

水道の�
運営基盤の�
強化�

1

安心・快適な
給水の�
確保�

2 4

災害対策等の
充実�

3 環境・�
エネルギー対策の�

強化�

5
国際協力等を�
通じた�

水道分野の�
国際貢献�

課題解決型の施策群�

施策目標�
基幹管路の耐震化率100%

水道ビジョンの政策目標と5つの施策�

H16.6策定�
「水道ビジョン」�
（厚生労働省）�

H17.1制定�
「水道事業ガイドライン」�

（日本水道協会）�

H17.10通知�
「地域水道ビジョンの作成の手引き」�

（厚生労働省）�

接合作業を効率化する片受タイプも充実！�接合作業を効率化する片受タイプも充実！�

EF片受シリーズ�EF片受シリーズ�

施工
効率化に貢献施工
効率化に貢献
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Field Report Now
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イ
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試
験
施
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陸
継
ぎ
さ
れ
た
パ
イ
プ
が
前
日
に
布
設
さ
れ
た�

パ
イ
プ
と
接
合
を
行
っ
て
終
了
。�

▲
�

「
水
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」
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幹
管
路
の
耐
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化
す
す
む�
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
で
耐
震
性
を
向
上�

　
水
道
の
あ
る
べ
き
将
来
像
に
つ
い
て
、す
べ
て
の
水
道
関
係
者
が
共
通
の
目
標
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
、

そ
の
具
体
的
な
施
策
や
工
程
を
示
し
た
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
、厚
生
労
働
省
健
康
局
か
ら
平
成
16
年
6
月
に
発
表

さ
れ
た
。
そ
の
施
策
の
中
で
代
表
的
な
達
成
す
べ
き
目
標
の
一
つ
と
し
て
、「
基
幹
管
路
を
中
心
に
管
路
網
の
耐
震

化
」
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。�

　
こ
れ
ら
国
か
ら
の
施
策
を
受
け
、今

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、水
道
配
水
用

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
で
あ
る
。�

　
こ
の
管
は
先
に
紹
介
し
た
「
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
」
、「
水
道
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
お
い
て
耐
震
管
と
し
て
認
定
さ

れ
て
お
り
、基
幹
管
路
の
耐
震
化
率
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
日

本
水
道
協
会
の
検
査
実
績
に
よ
る
と

平
成
10
年
度
〜
平
成
17
年
度
の
総
延

長
距
離
は
５
２
０
０
km
以
上
に
も
お

よ
び
、実
績
面
で
も
幅
広
く
事
業
体
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、災
害

対
策
の
充
実
を
す
す
め
て
い
く
上
で
、

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
は
、ま

す
ま
す
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
る

で
あ
ろ
う
。�

環境� 国際�

持続�

　a
s
a
h
i.c
o
m

「
新
潟
県
中
越
地
震

　
に
よ
る
断
水
約
13
万
戸�

　
厚
労
省
が
実
態
調
査(

04
・
11
・
14)�

・
デ
ー
リ
ー
東
北
新
聞 

「
烈
震
の
教

　
訓（
三
陸
は
る
か
沖
か
ら
10
年
）
」�

　(

04
・
12
・
03)�

・
西
日
本
新
聞
「
漏
水
１
８
０
０
ヶ

　
所
5
万
ト
ン 

福
岡
沖
地
震 

福
岡

　
市
内 

水
道
管
の
耐
震
化
1.6
％
福

　
岡
沖
地
震
」(

05
・
06
・
11)

【
参
考
資
料
】�

施工性、耐震性、耐食性を検証
する試験施工（東京都品川区）�

地震で破損した既設管を復旧
させるパイプインパイプ工法�
（北海道池田町）� 段差沈下試験�

�

▲�

▲�

▲�

吊り下げ試験�
�

▲�

▲ 水道配水用ポリエチレン管・継手�
＜JWWA K 144（管）・145（継手）＞�

�

１）�

総延長�
5200km以上�

（平成10年度～平成17年度）�

延
長
距
離�

（km）�

平成10年�11年�

出典：日本水道協会水協雑誌水道用品検査実績「配水用ポリエチレン管」より�
備考：パイプ1本を5mと換算�

12年� 13年� 14年� 15年� 16年� 17年�

182 213
415

734 781
887

806

1233

接合作業を効率化する片受タイプも充実！�接合作業を効率化する片受タイプも充実！�

EF片受シリーズ�EF片受シリーズ�
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水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の�

管
材
特
性
を
存
分
に
発
揮�

▲（株）北勢工業の加藤さん�▲秋田市上下水道局�
水道建設課の豊島幸英さん�

　
明
治
四
十
年
十
月
に
旭
川
上
流
の
藤
倉
ダ
ム
を
水
源
と
し

給
水
を
開
始
し
た
秋
田
市
。
日
本
で
十
一
番
目
に
古
い
歴
史
を

持
っ
て
お
り
、平
成
十
九
年
に
は
百
周
年
を
迎
え
る
。
通
水
開

始
以
来
、安
全
で
良
質
な
水
を
市
民
に
届
け
て
き
た
。
ま
た
本

年
十
月
に
は
、全
国
の
水
道
事
業
関
連
団
体
が
一
同
に
会
い
す

る
水
道
展
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
ん
な
秋
田
市
で
、水
道
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
向
け
た
新
た
な
試
み
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
施
工

現
場
の
取
材
に
訪
れ
た
。�

　
秋
田
市
の
東
部
に
位
置
す
る
下
北
手
松
崎
地
区
。
秋
田
県
が

三
十
年
前
に
開
発
し
た
新
興
住
宅
地
区
で
あ
る
。
開
発
当
時
に

布
設
さ
れ
た
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
は
、老
朽
化
し
漏
水
が
発
生

し
た
た
め
布
設
替
え
と
な
っ
た
。
特
に
酸
性
土
壌
の
た
め
管
路

の
腐
食
が
激
し
く
、布
設
替
え
の
た
め
に
掘
削
し
た
溝
か
ら
水

が
溢
れ
る
程
で
あ
っ
た
。�

　
布
設
替
え
用
管
材
の
条
件
に
は
、耐
震
化
を
高
め
る
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
、水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
。
秋
田
市
上
下
水
道
局
の
豊
島
幸
英
さ
ん

は
、「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
や
水
道
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
耐
震
管
と

し
て
認
定
さ
れ
た
た
め
使
い
や
す
く
な
っ
た
」
と
語
る
。
耐
震

性
向
上
以
外
に
も
、赤
水
な
ど
の
水
質
面
で
の
心
配
が
な
い
こ

と
や
、電
食
や
腐
食
の
心
配
が
な
く
設

計
を
シ
ン
プ
ル
に
で
き
る
こ
と
な
ど
が

試
験
施
工
の
決
め
手
と
な
っ
た
。�

　
工
事
を
請
け
負
う
の
は
水
道
工
事

や
一
般
配
水
工
事
を
手
が
け
る（
株
）北

勢
工
業
。
現
場
の
指
揮
を
執
る
加
藤
さ

ん
は
、水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
の
柔
軟
性
を
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
に
上

げ
る
。
住
宅
地
な
ど
で
は
下
水
道
管
や

ガ
ス
管
が
輻
輳
し
て
お
り
、こ
の
現
場

で
も
多
く
の
管
が
浅
層
埋
設
さ
れ
て
い

る
た
め
布
設
の
際
、他
の
配
管
を
よ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
柔
軟
性
が
あ
る
た
め
、

生
曲
げ
で
容
易
に
伏
せ
越
し
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、住
宅
地
で

あ
る
た
め
夕
方
四
時
過
ぎ
に
は
道
路
を
復
旧
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
陸
継
ぎ
で
き

る
た
め
、工
事
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
終
了
し
た
。�

　
秋
田
市
で
は
水
道
事
業
基
本
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
は
当
然
、災
害
対
策
と
し
て
耐
震
化
率
の
ア
ッ
プ

は
欠
か
せ
な
い
。
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
は
耐
震

管
と
し
て
だ
け
で
な
く
、優
れ
た
管
材
性
能
、施
工
性
さ
ら
に

は
工
事
コ
ス
ト
縮
減
の
面
か
ら
も
期
待
は
大
き
い
。�

使用されたのはEF片受直管φ100。�
酸性土壌のため土は赤っぽいが、水
道配水用ポリエチレンパイプは腐食
の心配がない。�

▲�

少々の雨が降っても接合は問題なし。�▲�

5～6本の直管が一気に陸継ぎされて
布設された。�

▲�

EF接合は新しいJWWA規格用共用型
EFコントローラで。�

▲�

秋
田
市
で
始
ま
る
耐
震
化
率
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た�

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
試
験
施
工�

「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定
で�

　
　
基
幹
管
路
の
耐
震
化
す
す
む�

　
水
道
の
あ
る
べ
き
将
来
像
に
つ
い
て
、す
べ
て
の
水
道
関
係
者
が
共
通
の
目
標
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
、

そ
の
具
体
的
な
施
策
や
工
程
を
示
し
た
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
、厚
生
労
働
省
健
康
局
か
ら
平
成
16
年
6
月
に
発
表

さ
れ
た
。
そ
の
施
策
の
中
で
代
表
的
な
達
成
す
べ
き
目
標
の
一
つ
と
し
て
、「
基
幹
管
路
を
中
心
に
管
路
網
の
耐
震

化
」
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。�

環境� 国際�

持続�

接合作業を効率化する片受タイプも充実！�接合作業を効率化する片受タイプも充実！�接合作業を効率化する片受タイプも充実！�

製品案内�

　EF接合で管と継手が組織的に一体化し、信頼性の高い管路構築を実現する水道配水用ポリエチレンパイプ。クボタシーアイは、
その優れた性能を受け継ぎ、接合作業をさらに効率化させる「EF片受シリーズ」を幅広くラインナップしています。�

EF片受シリーズ�EF片受シリーズ�EF片受シリーズ�

工事の進捗状況に応じて「片受口2個同時通電」と「片受口1個単独通電」が選択できます。�

EF片受直管� EF片受ベンド� EF片受Sベンド�

EF片受チーズ� フランジ付EF片受チーズ� EF片受レデューサ�

片受口2個同時通電� 片受口1個単独通電�
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施工現場レポート�

Field Report Now

ポリブテンパイプ�
給水・給湯配管システム工事�

ユ
ニ
ッ
ト
加
工
で
施
工
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ�

愛媛県�
松山市�

（サーパス三津浜駅通り）�
�

▲株式会社スイヨーの�
甲斐嘉弘さん�

建設中の「サーパス三津浜駅通り」�▲�

キッチンの水周り。左から食器洗浄器の
給水、シンクの給湯、給水�

▲�

左の2本は軟水用パイプ�▲
�

カラフルなＣＤ管に納まった�
ポリブテンパイプ。�

▲� ▲�

マンション完成予定図�▲�

配管施工終了後各パイプ
には水圧が加えられ、漏水
のチェックが行われる。�
�

▲�

モデルルーム風景。3LDK、4LDKで専有面積
71.28m2～103.58m2

�

　
松
山
市
の
発
展

に
伴
っ
て
成
長
を

続
け
る
古
三
津
。

近
く
に
は
Ｊ
Ｒ
予

讚
線
が
走
り
、
最

寄
り
駅
の
三
津
浜

駅
は
松
山
駅
か
ら
わ
ず
か
4

分
と
い
う
便
利
な
エ
リ
ア
で
あ

る
。
そ
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト「
三

津
浜
駅
通
り
」
に
現
在
、一
際
大

き
な
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ

て
い
る
。
穴
吹
工
務
店
が
進
め

る「
サ
ー
パ
ス
三
津
浜
駅
通
り
」
。

自
動
開
閉
ゲ
ー
ト
や
カ
ー
ド

型
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ー
を
採
用
し
、高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
実
現
し

た
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
。�

　
そ
の
最
新
鋭
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
給
水
・
給
湯
配
管
に
使
用
さ
れ

た
の
が
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
ポ
リ
ブ
テ
ン
パ
イ
プ
。
配
管
用
パ
イ

プ
は
全
て
施
工
図
面
を
も
と
に
工
場
で
ユ
ニ
ッ
ト
化
さ
れ
た
も
の

が
現
場
に
送
ら
れ
る
。
施
工
現
場
で
は
パ
イ
プ
の
接
合
や
融
着
を

行
わ
な
い
た
め
、接
合
不
良
に
よ
る
漏
水
の
心
配
が
無
い
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
フ
ロ
ア
ー
に
墨
打
ち
を
行
っ
た
後
、床
に
ユ
ニ
ッ
ト
加

工
さ
れ
た
パ
イ
プ
を
取
り
付
け
て
い
く
だ
け
の
極
め
て
シ
ン
プ
ル

な
施
工
で
あ
る
。�

　
管
路
の
系
統
は
基
本
的
に
給
水
、給
湯
、ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
用
追
い

焚
き
、軟
水
器
の
給
水
の
4
系
統
。
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
軟
水
器

が
オ
プ
シ
ョ
ン
で
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、軟
水
器
用
の

先
行
配
管
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、キ
ッ
チ
ン
、バ
ス

な
ど
戸
内
全
体
で
軟

水
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
呼
び
径
φ
20
の

大
き
め
の
パ
イ
プ
が

使
用
さ
れ
て
い
る
。�

　
給
水
・
給
湯
関
連
の

配
管
が
終
了
す
る
と

配
管
の
漏
水
等
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
う
た
め
、フ
ロ

ア
ー
が
完
成
す
る
ま

で
各
パ
イ
プ
に
１
Ｍ

Pa
の
水
圧
を
加
え
る
。

工
事
を
担
当
す
る
株

式
会
社
ス
イ
ヨ
ー
の

甲
斐
嘉
弘
さ
ん
は
、「
配

管
施
工
後
も
信
頼
性

の
向
上
の
た
め
に
、職
長
が
常
時
水
圧
の
変
化
を
確
認
す
る
」
と

綿
密
な
チ
ェ
ッ
ク
に
余
念
が
な
い
。�

　
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
豊
か
な
居
住
空
間
。

一
部
の
物
件
で
は
百
平
米
を
超
え
る
。
そ
の
豊
か
な
生
活
を
支
え

る
水
周
り
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
に
答
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
ポ

リ
ブ
テ
ン
パ
イ
プ
は
、高
温

時
の
高
強
度
や
優
れ
た
耐

食
性
で
豊
か
な
マ
ン
シ
ョ
ン

ラ
イ
フ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。�

�

多様化する水周りに�
フレキシブル対応する�

ポリブテンパイプ�

多様化する水周りに�
フレキシブル対応する�

ポリブテンパイプ�

10 9

多様化する水周りに�
フレキシブル対応する�

ポリブテンパイプ�



水道配水用ポリエチレン管の管布設歩掛かりが、平成１８年度に変更されたそうですが、その変
更内容について教えて下さい。�

表－1は平成17年度、表－2は平成18年度の歩掛表ですが、比較するとＥＦ継手工の基本単位
が「1口当り」から「1箇所当り」に変更されています。また、表－2の備考に示されているよう
にＥＦソケットやＥＦベンド＜両受型＞などの「2口継手」が標準として考えられるようになりま
した。さらに、従来は継手工に含まれていた切断工が、ポリエチレン管切断工として別途、歩掛
表として示されたこともあり、継手工数が見直しされ、継手工の数値が平成17年度の「2口」
の歩掛と比較すると大幅に削減され、表－2の通り変更となりました。この変更に伴い、弊社の
代表的なＥＦ継手の歩掛は次の通りとなります。�

&�

ＥＦソケットでの融着接合は、平成17年度までは

「2口」として計算していましたが、平成18年度

からは表－2の「1箇所当り」の歩掛となります。

（写真1）�

ＥＦベンド＜両受型＞のような「2口」を一度に融

着できる継手の場合、1ベンド部当りのＥＦ継手

工は、前述1のＥＦソケットと同様、表－2の「1箇

所当り」の歩掛となります。（写真2）�

ＥＦ片受ベンドのような「1口」の継手の歩掛は、

表―2の「1箇所当たり」に70％をかけた数値と

なります。（写真3）�

ＥＦベンドﾞ＜両受型＞と直管を接合する場合の

工数は、前述2の通り「1箇所」の歩掛となります

が、EF片受ベンドと片受直管の接合の場合は「1

口」を2回融着するため、「2口」となり「1箇所」

と比較すると工数は40％増となります。（写真4）�

11

22

33

44

継手の種類により、積算の仕方が変わりますので�
ご注意ください！�

表―1　水道事業実務必携（平成17年度版・全国簡易水道協議会）抜粋�

2－6－2　ポリエチレン管（融着接合）布設工�
１）歩掛�

備考　ソケットは２口継手工を計上する。�

50�
75�
100�
150�
200

0.10�
0.10�
0.12�
0.18�
0.25

0.18�
0.18�
0.20�
0.26�
0.49

0.04�
0.04�
0.06�
0.07�
0.07

0.04�
0.04�
0.06�
0.07�
0.07

�

労務費の�
8.5％�

ポリエチレン管（融着接合（ＥＦ接合））布設工�

呼び径�
（ｍｍ）�

据付工10ｍ当り� ＥＦ継手工(1口当り)

配管工（人）� 普通作業員（人）� 配管工（人）� 普通作業員（人）� 機械器具損料�
及び消耗品�

表―2　水道事業実務必携（平成18年度版・全国簡易水道協議会）抜粋�

1－6－2　ポリエチレン管（融着接合）布設工�
１）歩掛�

備考　１．継手工は２口継手を標準とする。�
　　　２．継手工において、１口の場合は本表の７０％とする�
�

50�
75�
100�
150�
200

0.1�
0.1�
0.12�
0.18�
0.25

0.18�
0.18�
0.20�
0.26�
0.49

0.04�
0.05�
0.07�
0.09�
0.13

0.04�
0.04�
0.07�
0.09�
0.13

�

労務費の�
8.5％�

ポリエチレン管（融着接合＜ＥＦ接合＞）布設工�

呼び径�
（ｍｍ）�

据付工10ｍ当り� ＥＦ継手工(1箇所当り)

配管工(人) 普通作業員(人) 配管工(人) 普通作業員(人) 機械器具損料�
及び消耗品�

2－8－7　ポリエチレン管切断歩掛表�
第７表�

備考　　雑材料には、工具損料、損耗費等を含む。�

50�
75�
100�
150�
200

0.01�
0.01�
0.02�
0.02�
0.02

0.01�
0.01�
0.02�
0.02�
0.02

�

労務費の7％�

呼び径�
（ｍｍ）�

配管工(人) 普通作業員(人) 雑　材　料�

（1口当り）�

（写真1）� （写真2）�

（写真3）� （写真4）�
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▲「レトロハイマート」3131階の展望室か展望室からの夕景�
　門司港レトロ展望室�
　料金：大人300円、子供150円�
　時間：10：00～22：00（入館は21：30）�
　電話：093-331-3103

▲門司港レトロのランドマーク�
　黒川紀章氏が設計した高層マンション「レトロハイマート」と明治45年に建てられた煉瓦造りの旧門司税関。�
　近代と現代の代表的な建造物が融合する門司港を象徴する風景である。�

福岡
県

福岡
県・北

九州
市

九州
市�

福岡
県・北

九州
市�

上・門司港駅（昼間）風景�
正面左側には観光案内所が設置され、門司港レトロの
見所を紹介してもらえる。�
�
下・門司港駅（夜間）風景�
ライトアップされ、左右対称の美しいフォルムが浮か
び上がる。�

▲
�

プラットホーム�
めずらしい地続きの櫛形のホーム。�
�

▲�
関門連絡船通用通路」の跡�
昭和33年関門トンネルの開通ととも
に乗船客が激減し、昭和39年に連絡
船は廃止された。�

九
州
九
州
の
玄
関
口

玄
関
口
で
あ
る�

門
司
港

門
司
港
は
北
九
州

北
九
州
の
工
業
都
市

工
業
都
市
の
発
展
発
展
と
と
も
に�

明
治
明
治
か
ら
昭
和
初
期

昭
和
初
期
に
か
け
て
大
い
に
繁
栄
し

繁
栄
し
た
。�

現
在
現
在
、そ
の
往
時
を

往
時
を
偲
ば
せ
る
歴
史
的
建
造
物

歴
史
的
建
造
物
と�

流
行
流
行
の
商
業
施
設

商
業
施
設
が
融
合
し

融
合
し
、�

魅
力
魅
力
あ
る
港
を
港
を
形
成
し

形
成
し
て
い
る
。�

週
末
週
末
に
は
多
く
多
く
の
観
光
客

観
光
客
や
家
族
連

家
族
連
れ
で�

賑
わ
う
人
気
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
に
出
か
け
た
。�

九
州
の
玄
関
口
で
あ
る�

門
司
港
は
北
九
州
の
工
業
都
市
の
発
展
と
と
も
に�

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
大
い
に
繁
栄
し
た
。�

現
在
、そ
の
往
時
を
偲
ば
せ
る
歴
史
的
建
造
物
と�

流
行
の
商
業
施
設
が
融
合
し
、�

魅
力
あ
る
港
を
形
成
し
て
い
る
。�

週
末
に
は
多
く
の
観
光
客
や
家
族
連
れ
で�

賑
わ
う
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
に
出
か
け
た
。�

▲「レトロハイマート」31階の展望室からの夕景�
　門司港レトロ展望室�
　料金：大人300円、子供150円�
　時間：10：00～22：00（入館は21：30）�
　電話：093-331-3103

門
司
港
レ
ト
ロ
の
中
心
、�

門
司
港
駅�

　
門
司
港
レ
ト
ロ
で
大
正
時
代
の
モ

ダ
ン
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
の
は
、

鹿
児
島
本
線
の
終
着
駅
で
あ
る
門
司

港
駅
。
終
着
駅
と
言
え
ば
、ロ
ー
マ
の

テ
ル
ミ
ニ
駅
が
（
テ
ル
ミ
ニ
は
イ
タ
リ

ア
語
で
終
着
駅
の
意
味
）が
有
名
で
あ

る
が
、門
司
港
駅
は
こ
の
駅
を
モ
デ
ル

に
作
ら
れ
た
。�

　
何
と
い
っ
て
も
駅
舎
の
フ
ァ
サ
ー
ド

は
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
。
大
正
三
年

に
作
ら
れ
、左
右
対
称
の
ネ
オ
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
木
造
建
築
。
駅
舎
と
し
て
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
駅
舎

で
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
の
は
東
京
駅
と
こ
こ
だ
け
だ
。
そ

の
形
は
九
州
の
玄
関
口
と
い
う
こ
と

で
門
を
形
作
っ
て
い
る
。
屋
根
は
銅
板

製
で
、中
心
に
あ
る
時
計
は
汽
車
の
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。�

　
元
々
こ
の
駅
は
明
治
24
年
門
司
駅

と
し
て
開
業
し
た
。
昭
和
17
年
に
関

門
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、
そ
の

起
点
と
な
っ
た
の
が
現
在
の
門
司
駅

（
旧
大
里
駅
）
で
、旧
門
司
駅
は
門
司

港
駅
と
名
称
を
改
め
た
。
新
し
い
門

司
駅
と
門
司
港
駅
の
区
間
が
盲
腸
の

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、逆
に

開
発
が
進
ま
ず
門
司
港
駅
の
駅
舎
が

ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
で
残
っ
た
と
も

い
わ
れ
る
。�

　
正
面
の
広
場
に
は
自
動
車
な
ど
が

入
っ
て
こ
な
い
自
由
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
、ど
こ
と
な
く
外
国
の
香
り
を
漂
わ

せ
て
い
る
。
平
ら
な
石
畳
か
ら
水
が
吹

き
出
し
、子
供
達
が
遊
ん
で
い
た
。
駅

舎
内
に
入
っ
て
み
る
と
、左
に
乗
車
券

売
場
、右
に
待
合
室
が
昔
の
雰
囲
気
そ

の
ま
ま
に
残
っ
て
い
る
。
新
し
い
の
は

自
動
改
札
と
電
光
の
行
き
先
表
示
板

の
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
現
在
で
も
普
通
車

や
快
速
を
中
心
に
博
多
、鳥
栖
、大
牟

田
行
き
の
電
車
が
走
っ
て
い
る
。
構
内

に
は
門
司
と
下
関
を
結
ん
だ
関
門
連

絡
船
へ
の
通
路
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
お

り
、そ
の
当
時
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
他
、床
は
磨
り
減
っ

た
洗
面
所
や
建
設
当
時
か
ら
使
わ
れ

て
い
る
手
洗
い
鉢
な
ど
、ま
さ
し
く
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
駅
で
あ
る
。�

�

▲�

門司区�

博多�

北九州市�

福岡県�

大分県�

熊本県�

佐賀県�
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▲「レトロハイマート」31階の展望室からの夕景�
　門司港レトロ展望室�
　料金：大人300円、子供150円�
　時間：10：00～22：00（入館は21：30）�
　電話：093-331-3103

▲遊郭として使われていた木造３階建ての建物。�

▲�元料亭の三宜楼�
昭和初期に建てられ、「百畳間」といわれる
大広間からは門司港が一望できた。現在保
存に向けた募金が行われている。�

旧福岡銀行門司港支店ビル�
昭和25年に建てられた、現在インテリ
アショップになっている。当時の銀行の
雰囲気を残す貴重な建物。�

福岡
県・北

九州
市�

西鉄バスの「レトロめかり周遊バス」�
期間：平成19年3月31日、土日祝日、冬・春休み�
時間：9～16時、1時間1本�
料金：180～220円（1日フリーは300円）�

壇之浦合戦壁画（めかり第二展望台）�

▲�

船を飛ぶ源義経�▲
�

トンネル内の県境�▲
�

関門トンネル人道口（門司側）�

▲
�

人力車　えびす屋 門司�
門司港レトロ、めかり地区の観光
スポットをコース別、時間別で走
る。�
料金：一人2000円から�
電話：093-332-4444�

▲
�

俥夫（引き手）の久保一樹さん�

▲
�

九
州
の
玄
関
口
で
あ
る�

門
司
港
は
北
九
州
の
工
業
都
市
の
発
展
と
と
も
に�

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
大
い
に
繁
栄
し
た
。�

現
在
、そ
の
往
時
を
偲
ば
せ
る
歴
史
的
建
造
物
と�

流
行
の
商
業
施
設
が
融
合
し
、�

魅
力
あ
る
港
を
形
成
し
て
い
る
。�

週
末
に
は
多
く
の
観
光
客
や
家
族
連
れ
で�

賑
わ
う
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
に
出
か
け
た
。�

周
辺
の
観
光
に
、�

選
べ
る
交
通
手
段�

　
門
司
港
周
辺
の
見
所
は
歩
い
て
回

れ
る
範
囲
に
あ
る
が
、色
々
な
交
通
手

段
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
休
み
の
日

に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
上
空
か
ら
港
周

辺
や
関
門
海
峡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
港
だ
け
に
海
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
も
可
能
。
双
胴
船
「
ボ
イ
ジ
ャ
ー
」で

門
司
や
下
関
の
港
を
海

上
か
ら
楽
し
め
る
。�

　
色
々
あ
る
乗
り
物
の

中
で
、最
終
的
に
選
ん
だ

の
が
人
力
車
。
レ
ト
ロ
な

街
だ
け
に
レ
ト
ロ
な
乗

り
物
と
い
う
こ
と
で
。
休

み
の
日
と
な
れ
ば
相
当

数
の
車
が
街
の
あ
ち
こ

ち
で
待
機
し
て
い
る
。コ
ー

ス
は
相
談
に
応
じ
て
く
れ
、

客
の
趣
味
や
知
識
に
合

わ
せ
て
コ
ー
ス
設
定
を
し
て
く
れ
る
。

有
名
な
建
造
物
が
集
中
す
る
港
の
回

り
を
パ
ス
し
、山
手
を
回
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
し
た
。�

　
引
き
手
は
21
歳
の
真
っ
黒
に
日
焼

け
し
た
青
年
。
キ
ャ
リ
ア
は
二
年
で
あ

る
が
界
隈
の
歴
史
や
情
報
に
詳
し
い
。

山
手
に
は
そ
の
何
気
な
い
商
業
地
や

住
宅
地
の
中
に
昔
の
面
影
を
残
し
て

い
る
と
い
う
。
飲
食
街
の
一
角
に
は
、飲

み
屋
に
通
じ
る
古
い
路
地
が
あ
る
。
そ

の
入
口
に
は
、昭
和
初
期
の
女
性
を
描

い
た
看
板
を
掲
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
山

側
に
進
む
と
空
襲
の
戦
禍
を
免
れ
た

住
宅
地
域
が
広
が
る
。被
害
の
少
な
か
っ

た
地
域
の
道
は
区
画
整
理
が
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
道
幅
が
狭
い
。
そ
ん
な

狭
い
住
宅
地
を
進
む
と
色
町
の
風
情

が
残
る
家
屋
に
到
着
。二
階
部
に
通
り

に
面
し
て
木
製
の
桟
を
張
出
さ
せ
た

姿
は
、遊
興
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。�

　
そ
し
て
山
手
の
メ
イ
ン
は
、清
滝
町

に
あ
る
三
宜
楼
。
石
垣
の
上
に
そ
び
え

る
か
つ
て
の
高
級
料
亭
は
、木
造
建
築

で
老
朽
化
が
激
し
く
、維
持
費
が
高
い

た
め
に
市
が
そ
の
維
持
管
理
を
す
る

か
ど
う
か
検
討
中
で
あ
る
と
か
。
取
り

壊
し
の
可
能
性
さ
せ
あ
る
建
物
で
あ

る
が
、博
物
館
と
し
て
保
存
し
て
ほ
し

い
と
い
う
住
民
の
声
は
大
き
い
。�

　
生
ま
れ
て
初
め
て
の
人
力
車
は
、想

像
以
上
に
乗
り
心
地
が
良
い
。
引
き
手

の
青
年
曰
く
、人
力
車
の
方
も
改
良
を

加
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、昔
に
比
べ
れ

ば
格
段
に
良
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

ま
た
、雨
や
寒
さ
対
策
も
万
全
で
、通

り
雨
に
も
濡
れ
る
心
配
が
な
い
。
た
だ

気
持
ち
が
良
い
の
は
車
の
性
能
だ
け

で
は
な
く
、乗
っ
た
と
き
の
目
線
の
高

さ
と
ス
ピ
ー
ド
が
人
間
に
と
っ
て
ち
ょ

う
ど
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。�

��

▲�

さ
ん  

き  

ろ
う�

関
門
海
峡
を
歩
い
て
渡
る�

　
門
司
港
の
北
に
位
置
す
る
和
布
刈

公
園
は
、兵
庫
県
か
ら
連
な
る
瀬
戸
内

海
国
定
公
園
の
一
番
端
で
あ
る
。
関
門

海
峡
を
間
近
に
望
む
こ
の
ス
ポ
ッ
ト

に
は
、西
鉄
バ
ス
の
「
レ
ト
ロ
め
か
り

周
遊
バ
ス
」
が
便
利
だ
。
バ
ス
は
門
司

港
駅
か
ら
出
発
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
話
し
を
聞
き
な
が
ら
約
１
時
間

で
回
る
こ
と
が
で
き
る
。�

　
門
司
レ
ト
ロ
の
主
要
な
建
物
の
解

説
を
聞
き
な
が
ら
バ
ス
は
和
布
刈
地

区
へ
と
進
ん
で
い
く
。
同
乗
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
女
性
は
、プ
ロ
顔

負
け
の
柔
ら
か
い
語
り
口
で
丁
寧
だ
。

そ
し
て
15
分
ほ
ど
で
第
一
の
ポ
イ
ン
ト

「
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
広
場
」
に
到
着
。こ
こ

で
は
、バ
ス
が
10
分
ほ
ど
停
車
し
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
か
ら
広
場
の
由
来

を
聞
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、昭
和
33

年
大
阪
商
船
の
「
ほ
の
る
る

丸
」が
門
司
港
と
米
国
、バ
ー

ジ
ニ
ア
州
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
港

に
立
ち
寄
り
、そ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
り
旧
門
司
市（
現

在
の
北
九
州
市
）と
ノ
ー
フ
ォ
ー

ク
市
が
姉
妹
提
携
に
至
っ
た
。

海
岸
線
沿
い
に
遊
歩
道
が

付
け
ら
れ
、海
峡
を
流
れ
る

潮
の
速
さ
を
実
感
で
き
る
場
所
で
あ
る
。�

　
再
び
出
発
し
た
バ
ス
は
、高
台
を
登
っ

て
い
き
、第
二
の
ポ
イ
ン
ト
「
め
か
り

第
二
展
望
台
」
で
小
休
止
。
こ
こ
で
は

関
門
海
峡
が
一
望
で
き
る
他
、反
対
の

山
側
に
は
有
田
焼
の
レ
リ
ー
フ
で
造

ら
れ
た
高
さ
3
ｍ
、長
さ
44
ｍ
の
「
壇

之
浦
合
戦
壁
画
」
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
巨
大
な
レ
リ
ー
フ
の
中
に

は
源
義
経
が
八
双
飛
び
を
し
て
い
る

情
景
も
し
っ
か
り
表
現
さ
れ
て
い
る
。�

　
こ
れ
ら
2
か
所
の
説
明
ポ
イ
ン
ト

の
他
、
各
観
光
ポ
イ
ン
ト
で
バ
ス
は

停
車
す
る
。
我
々
は
、関
門
ト
ン
ネ
ル

人
道
口
で
一
旦
下
車
し
た
。
関
門
大
橋

の
橋
の
下
に
は
自
動
車
用
の
ト
ン
ネ

ル（
約
3.4
ｋ
ｍ
）と
そ
の
下
に
人
道（
約

７
８
０
ｍ
）で
九
州
と
本
州
を
結
ん
で

い
る
。
人
道
入
り
口
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ

で
約
30
秒
、地
下
60
ｍ
ま
で
下
が
っ
て

い
く
。
ト
ン
ネ
ル
内
で
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ

を
す
る
人
や
自
転
車
の
旅
行
者
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
人
が
行
き
交
う
。
も
ち
ろ

ん
そ
の
途
中
に
は
福
岡
県
と
山
口
県

の
県
境
が
し
っ
か
り
引
か
れ
て
い
る
。

13
分
ほ
ど
で
下
関
側
に
到
着
。
地
上

に
出
て
対
岸
の
風
景
を
見
る
の
も
ま

た
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。�

�

ノーフォーク公園�▲
�

▲
�

め
か
り�

さん き ろう�

1516



　
大
学
で
機
械
工
学
部
を
学
ん
だ
後
、大
手
の
金
属
加
工
機

械
メ
ー
カ
ー
で
７
年
間
、油
圧
機
械
の
設
計
を
行
っ
て
い
た

藤
氏
。
退
職
の
際
に
は
、「
も
う
油
漏
れ
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
解

放
さ
れ
る
な
」
と
上
司
か
ら
揶
揄
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、工
作
機

械
の
油
圧
が
水
道
管
の
水
圧
に
比
べ
て
非
常
に
高
く
、こ
れ

ま
で
悩
ま
さ
れ
て
き
た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
解
放
さ
れ
る
と

い
う
意
味
だ
っ
た
。�

　
結
婚
を
契
機
に
大
同
設
備
工
業
株
式
会
社
に
入
社
し
た
。

最
初
の
一
年
間
は
他
の
ゼ
ネ
コ
ン
で
の
修
行
を
命
じ
ら
れ
た

が
、半
年
で
戻
っ
て
き
た
。
誰
か
の
手
伝
い
を
し
て
い
て
も
何

に
も
役
に
立
た
な
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
半
年
の
短

い
間
で
も
、い
ろ
い
ろ
な
施
工
現
場
に
同
行
し
、仕
事
の
進
め

方
だ
け
は
勉
強
し
て
い
た
。「
無
駄
な
こ
と
は
し
た
く
な
い
」

と
い
う
藤
氏
は
、会
社
に
戻
っ
て
か
ら
も
設
備
工
事
の
不
効

率
な
慣
習
や
や
り
方
に
疑
問
を
持
ち
、改
善
策
を
模
索
し
て

い
た
。�

　
そ
し
て
40
歳
の
時
、義
父
が
急
逝
し
社
長
に
就
任
。
そ
れ

ま
で
蓄
積
し
て
き
た
問
題
点
の
解
決
に
取
り
か
か
っ
た
。
手

始
め
に
、会
社
の
構
成
上
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
し
め
る
職
人

た
ち
を
独
立
さ
せ
た
。
そ
れ
ま
で
、職
人
の
技
量
と
給
与
が
一

致
せ
ず
、彼
ら
か
ら
不
満
の
声
を
聞
い
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
の

結
果
、今
ま
で
一
つ
の
現
場
し
か
担
当
で
き
な
か
っ
た
職
人
が
、

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
自
分
の
た
め
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
二
、

三
つ
の
現
場
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
会
社
を
ス
リ
ム

化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、職
人
の
意
識
改
革
に
も
成
功
し
た
。�

　
そ
の
活
動
は
社
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
昨
年
、組
合
員
数

１
７
０
社
を
越
え
る
福
岡
市
管
工
事
協
同
組
合
の
理
事
長

に
選
出
さ
れ
、組
合
の
手
綱
を
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
組

合
は
会
費
を
取
ら
な
い
た
め
運
営
費
を
捻
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
管
工
事
に
関
わ
る
資
材
の
共
同
仕
入

れ
で
収
益
を
上
げ
、運
営
費
を
調
達
し
て
き
た
。
し
か
し
資

材
価
格
も
低
下
し
、ピ
ー
ク
時
の
半
分
に
落
ち
込
ん
だ
。
そ
の

対
策
と
し
て
、組
合
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
を
立
ち
上
げ
、組

合
員
に
仕
事
を
取
り
次
ぎ
、手
数
料
を
取
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
。
新
た
に
行
政
の
申
請
業
務
を
代
行
す
る
こ
と
で
手
数
料

を
取
る
こ
と
な
ど
組
合
の
資
金
調
達
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
。�

　
福
岡
市
で
は
主
な
公
共
建
築
物
の
工
事
は
終
了
し
、新
し

い
仕
事
は
期
待
で
き
な
い
と
い
う
藤
氏
。
そ
ん
な
難
し
い
時

代
を
生
き
抜
く
術
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
先
を
予
測
し
、先

手
を
打
つ
こ
と
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
目
先
の
忙
し

さ
に
埋
没
せ
ず
、常
に
先
を
考
え
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、会

社
に
と
っ
て
不
利
な
状
況
が
予
測
さ
れ
て
も
そ
れ
を
好
転
さ

せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
。
ま
た
、回
り
の
人
が
そ
の
先
見

性
を
評
価
し
て
く
れ
る
と
い
う
。「
用
心
深
い
性
格
な
の
で
」

と
笑
う
藤
氏
で
あ
る
が
、会
社
の
み
な
ら
ず
業
界
を
も
リ
ー

ド
す
る
自
信
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。�

大同設備工業株式会社�
本　社：福岡県福岡市博多区吉塚3-17-5�

主業務：空気調和・衛生設備設計施工�

先
を
読
み
時
代
を
切
り
開
く�

代表取締役 藤　成　さま�
昭和二十年兵庫県明石に生まれる。

昭和52年大同設備工業株式会社

に入社、昭和60年同社取締役社

長に就任。平成17年福岡市管工

事協同組合の理事長に選出される。�

・
・
・
・
・
・�

参考出典 ：『決定版 暮らしの裏ワザ知得メモ』（発行：主婦の友社）�

こ
ん
に
ち
は
…
�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
…
�

は
、早
ま
る
ん
じ
ゃ
�

な
い
よ
…
�

も
っ
と
早
く
�

聞
い
と
き
ゃ
よ
か
っ
た
�

水
と
く
れ
ば
、�

こ
れ
だ
ね
！
�

塩
？
�

煮
く
ず
れ
し
に
く
く
な
る
し
、�

甘
み
も
引
き
出
さ
れ
て
�

美
味
し
く
で
き
あ
が
る
よ
�

さ
つ
ま
い
も
や
�

か
ぼ
ち
ゃ
を
切
っ
た
ら
、�

30
分
ほ
ど
薄
い
塩
水
に
�

つ
け
て
ご
ら
ん
。
�

へ
ぇ
〜
�

玉
ね
ぎ
が
、�

目
に
染
み
て
…
�

そ
ん
な
と
き
は
ね
、�

切
る
前
に
10
分
位
�

水
に
つ
け
て
お
く
の
さ
。
�

揮
発
性
の
催
涙
物
質
が
�

水
に
と
け
だ
し
て
、�

も
う
泣
か
ず
に
す
む
よ
�

と
こ
ろ
で
、�

ゆ
で
卵
の
黄
身
を
真
ん
中
に
�

す
る
方
法
っ
て
知
っ
て
る
？
�

湯
が
沸
騰
す
る
ま
で
、�

転
が
し
続
け
る
と
か
…
�

後
は
ほ
う
き
で
掃
く
だ
け
。
�

は
は
は
…
�

さ
す
が
、�

ミ
ズ
エ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
…
�

こ
、こ
ん
な
時
は
ね
、�

卵
の
上
に
多
め
の
塩
を
�

振
り
か
け
て
、�

10
分
ほ
ど
そ
の
ま
ま
に
。
�

白
身
で
床
が
ベ
ト
つ
か
ず
�

サ
ラ
サ
ラ
に
な
る
よ
。
�

あ
っ
！
�

水
に
塩
を
少
し
入
れ
て
�

沸
騰
さ
せ
る
だ
け
で
い
い
の
さ
。
�

か
き
回
さ
な
く
て
い
い
か
ら
、�

ほ
か
の
こ
と
も
で
き
て
助
か
る
ね
。
�

「水と塩を上手に�
使おう」の巻�

水だけ� 塩水�
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PAL インフォメーション�

秋田水道展（第40回水道資機材展示会）�

社団法人  日本水道工業団体連合会�

'05札幌水道展でのクボタシーアイブース（昨年度）�

平成18年10月18日（水）8：30～17：00�
　　　　　　　19日（木）9：00～16：00頃�

秋田県立武道館・敷地内屋外駐車場等空閑地（Bゾーン）�
（秋田市新屋字砂奴寄2－2）�

橋梁添架配管　　パイプインパイプ　�

JWWA K129

JWWA K144（管）／K145（継手）�

±75mmの伸縮量と±4°の可とう角で地盤変動に追従。�

HI・SGR-NAパイプの優れた水密性、�
耐衝撃性を保持。�

経
済
性
に
優
れ
た
耐
震
管
路
を
構
築�

多
彩
な
用
途
で
活
躍
す
る
耐
震
管
材�

ハンガー形ゴム輪�

ヒップアップ構造�

バックアップコア�

離脱防止リング�

主　　催�

開催日時�

会　　場�

新水道時代にチャレンジ�

　「新水道時代にチャレンジ」をテーマに、水道ビジョ

ン・水道事業ガイドラインで耐震管として認定された「水

道配水用ポリエチレン管」のさまざまな使用例をご紹

介いたします。また、施工性とコストパフォーマンスに

優れたHI・SGR－ロングNAパイプ、SGR－VN形継手

なども展示。機能とコスト両面からご提案いたします。

是非ともクボタシーアイブースにお立ち寄りください。�

クボタシーアイブースのご案内�

挿入するだけで離脱防止機能を保持。�

離脱防止金具がなく防食対策も不要。�

クボタシーアイブースのご案内�クボタシーアイブースのご案内�

材�料�（2～3人分）�

調味料�
酢…大さじ1�
濃口しょうゆ、みりん、酒…各大さじ3

鶏もも肉／1枚�

紅茶（ティーバッグ）�
／1袋�

鍋に　 が浸るぐらいの紅茶液を作り、
フタをして蒸し煮する。�

鶏肉の皮面全体をフォークでつつい
ておく。�

火が通れば煮汁を捨て、調味料を加
える。�

ひと煮立ちさせたあと火を止め、そ
のまま冷めるまで煮汁に浸けておく。�

鶏肉をそぎ切りにして皿に盛りつけ、
煮汁をかける。�

カイワレやレタス、きゅうり、ミニトマ
トなどを彩りよく添えよう。�

★冷めても美味しいので、�
　お弁当にもおすすめ！�

みなさんこんにちは。今回は鶏肉の美味しいい
ただきかたにトライで
す。ポイントは紅茶の
ティーバッグと酢。鶏
肉の臭みが消え、さっ
ぱりした味わい豊かな
一品のできあがりです。�

濃口しょうゆ�

みりん�

酒�

途中で上下を返し、
全体に紅茶の色が
つくようにする�

※�

※この煮汁は捨�
　てないように！�
�
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個人情報保護について�
クボタシーアイは、個人情報保護に関す
る法令やガイドライン等を遵守すべく、
個人情報保護方針を定めています。こ
れに則りPALにお寄せいただいた全て
のお便り（電子メール含む）に記載され
た個人情報は、本誌送付先管理や各種
照会に対する回答、クイズ当選景品の
発送、一部誌面掲載（お便りコーナー等）
等の利用目的に限定し、その範囲を超
えてお客様の個人情報を取り扱うこと
は致しません。また個人データの安全
管理が図られるよう、当社従業員、委託
先等に対する必要かつ適切な監督を行
うとともに、印刷や送付等で個人データ
を第三者との間で共同利用する場合は、
当該第三者との間で契約や取り決めを
交わす等、法令上必要な措置を講じます。�

＊個人情報保護方針の詳細は、弊社ホー
ムページ（http://www.kubota-ci.co.jp）
に掲載しています。�

滋賀県・藤井デンキ�
藤井　縁さまの作品�

北海道・株式会社日建商�
伊藤絵美さまの作品�

北海道・小樽市水道局�
浜田隆治さまの作品�
�

京都府・�
前田ポンプ水道工業所�
野秋幸子さまの作品�

�

愛媛県・�
株式会社堀切産業�
山下由美さまの作品�

山口県・下関市水道局�
岡村則幸さまの作品�

第158号の正解�
答：高峰秀子�
多数のご応募ありがとうございました。�
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。�

ヒント�

　今回のテーマは、名伯楽と呼ばれたあの監督たち。
ひとつの漢字を起点に水平・垂直にマス目を進ん
で行くと、その人物の名前が出てきます。最後まで
解答できたら4つの漢字が余りますので、それを並
べかえてある人物の名を当ててください。はさみ
込み葉書に答えを書いてお送りください。正解者
多数の場合、抽選で100名様に記念品を進呈します。�

当選個数は1個です。色の指定はご容赦願います。（マウスは含まれません）�

ブラウン色調の高級感場所をとらないコンパクトタイプ�

※ここにご紹介する以外にも、今回も多くのお便り、イラ
ストをお送りいただきました。誠にありがとうございました。�

宇 津 木 妙 子 古 �
長 嶋 敦 村 雅 代 �
也 茂 雄 井 小 出 �
克 王 田 治 哲 義 �
村 貞 治 川 上 雄 �
野 也 布 彰 田 岡 �

下
水
道
展
　
大
阪
・
報
告�

'06

長
野
県
・
岡
谷
市
水
道
事
業
協
同
組
合�

村
上
綾
子
さ
ま�

豪
雨
被
害
に
心
痛
む�

　
7
月
豪
雨
で
、岡
谷
市
で
も
土
石
流

に
よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

我
が
組
合
員
も
連
日
重
機
を
も
っ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
通
っ
て
い
ま
す
。「
む
ご
い

…
」
の
一
言
。
近
年
、地
球
上
で
は
大
き

な
災
害
に
あ
う
人
が
年
々
増
え
て
い
る

よ
う
、本
当
に
心
が
痛
み
ま
す
。�

■
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
災
害
復

興
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々
に
は
、安

全
と
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。�

�

福
岡
県
・
サ
ン
コ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社�

林
田
久
子
さ
ま�

「
都
心
回
帰
現
象
」の�

記
事
を
見
て�

　
私
の
住
ん
で
い
る
所
は
、日
本
の
中
で

も
最
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
云
わ

れ
る
町
で
す
。
出
か
け
る
に
し
て
も
車

が
な
い
と
大
変
不
便
。
な
の
に
都
会
と

違
っ
て
バ
ス
の
運
行
回
数
は
少
な
い
し
、

出
か
け
る
度
に
タ
ク
シ
ー
で
は
と
て
も

と
て
も
…
。
ま
た
た
ま
に
天
神（
福
岡

の
中
心
地
）ま
で
行
こ
う
と
思
っ
て
も
、

30
分
に
1
本
し
か
出
な
い
特
急
で
1

時
間
余
り
。高
齢
化
社
会
に
な
る
ほ
ど
、

「
ア
ッ
シ
ー
」
が
い
る
の
に
、現
実
は
誠
に

厳
し
い
状
況
で
す
。�

■
前
号
の
特
集
記
事
に
は
多
く
の
反

響
を
い
た
だ
き
、ま
さ
に
高
齢
者
に
と
っ

て
厳
し
い
現
実
を
知
り
ま
し
た
。�

大
阪
府
・
富
田
林
市
上
下
水
道
部�

鶴
谷
法
生
さ
ま�

26
年
目
の
新
部
署�

　
こ
の
4
月
に
就
職
26
年
目
で
は
じ
め

て
水
道
部
門
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
て
聞
く
名
前
の
材
料
も
あ
り
、

な
か
な
か
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
。や
っ
ぱ
り

年
か
な
と
思
い
つ
つ
、ガ
ン
バ
ッ
テ
い
ま
す
。�

■
今
後
は
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
情
報
が
お
役
に
立

て
れ
ば
光
栄
で
す
。
よ
ろ
し
く
ご
愛
読

の
ほ
ど
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

�

和
歌
山
県
・
海
草
振
興
局�

産
業
振
興
部
農
地
課�

金
谷
靖
彰
さ
ま�

田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
隊�

　
私
達
は
、小
学
生
に
協
力
願
い
、水

田
周
辺
の
農
業
用
水
路
に
棲
ん
で
い
る

生
き
物
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

�������������

■
田
ん
ぼ
の
生
き
物
は
、昔
に
比
べ
て
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。�

●シンクロの鬼コーチ。アテネ五輪後に勇退。�
●Qちゃんを育てた、長距離界の名伯楽。�
●ホームラン数世界一、監督としても世界一。�
●アテネ五輪、ソフトボール代表監督。�
●現役時代は「4番・捕手・監督」。自らを月見草と。�
●ジャイアンツを9度日本一に導いた名監督。�
●現阪神監督、昨年は日本シリーズで4連敗。�
●「ミスター」といえば、この人。�

�「
暮
ら
し
を
守
る
」
を
テ
ー
マ
に�

盛
況
の
４
日
間�

　
去
る
7
月
25
日
〜
28
日
の
間
、

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
に
て
下
水
道
展

　
大
阪
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
管
路
の
耐
震
化
、浸
水
対
策
、

維
持
管
理
、更
生
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
製
品
・
工
法

を
紹
介
。リ
ブ
パ
イ
プ
や
浸
水
対
策

の
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
望
シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
し

た
。ま
た
、貼
付
型
内
副
管
　
ス
マ
ー

ト
ク
ロ
ス
　
か
ら
自
走
カ
メ
ラ
で
管

路
内
を
撮
影
し
た
り
、逆
止
弁
の

施
工
実
演
な
ど
、
趣
向
を
こ
ら
し

た
内
容
に
多
く
の
来
場
者
が
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。�

�

＜
�

＞
�

▲ブース全景�

自走カメラでリブパイプ管路を撮影�▲
�

下
水
道
展
　
大
阪
・
報
告�

'06

■知る人ぞ知る、門司港はバナナ叩き
売り発祥の地。その昔、国際貿易港と
して栄えた時代、台湾や東南アジアか
らバナナが港に着いた。しかし輸送時
間も長かったため、傷んだバナナを早
く処分するために始まったそうな。叩き
売る必要が
無くなった今
でも日曜日に
は、バナナの
叩き売りをやっ
ています。�

■松山といったら道後温泉。JR松山
駅から市電でわずか20分の市街地に
ありながら、木造の古いたたずまいを
見せる有名な温泉です。映画「千と
千尋の神隠し」のインスピレーションを
得たとされる本館を一目見たいと取材
帰りに立ち寄りました。その建物には
感動したものの、周辺の環境があまり
にも普通なために非常なアンバランス
を感じたのでした。�

■編集部へのお便りは官製はがきで
も結構です。次号もよろしく！�

'06 下
水
道
展
　
大
阪
・
報
告�

'06
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